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はじめに
　トラフグといえば、下関や若狭湾などの日本海
側、九州、伊勢・三河湾などが産地として有名で
あるため、「ふぐ刺し」や「ふぐ鍋」などのフグ
食の文化は西日本を中心に広まっています。生息
海域は広く、北海道以南の太平洋、日本海、朝鮮
半島西岸、黄海、東海で分布しています。
　これまでトラフグの水揚げがほとんどなかった
神奈川県でトラフグ人工種苗の放流を開始する契
機となったのは、2003 年度に、横須賀市の長井
町漁協と大楠漁協において 1 t を超えるトラフグ
の水揚げがあったことにあります。まとまった水
揚げにより両漁協は（公財）神奈川県栽培漁業協
会を通じ、トラフグ人工種苗の放流を開始しまし
た。現在は神奈川県水産技術センターも種苗放流
を行なっており、毎年 10 ～ 110 千尾の種苗を継
続的に放流し、漁獲量は徐々に増加しています（図
1）。
　当センターは水産研究・教育機構と共同で、放
流後のトラフグ人工種苗の生態を調べるため、移
動範囲と成長についての長期間にわたる調査並び
に、放流直後の極く浅い海域における行動や生態

についての短期間な調査を実施したので、その結
果を報告します。また、近年になり東京湾口にお
いて、トラフグが自然繁殖を行なっている可能性
がみられたことから、その経過を紹介します。

放流したトラフグ人工種苗の追跡調査
　放流したトラフグ人工種苗の移動ならびに成長
を確認することを目的に外部標識を装着して追
跡調査を行いました１）。人工種苗は 2006 ～ 2009
年度、東京湾（横浜市金沢区および横須賀市新安
浦港沖 以下、東京湾放流群と略す）および相模
湾（三浦半島西岸域沿岸 以下、相模湾放流群と
略す）に、計 84 千尾を放流しました。
　両放流群ともに、放流直後から遊漁者による釣
獲あるいは再捕の報告がありました。東京湾放流
群は放流後半年が経過した頃から東京湾全域に分
散し、1 年が経過すると湾外へ移動する傾向がみ
られました。伊勢湾外海域において、トラフグ漁
場の平均水深は約 50 ～ 130m とされ、生息海域
はおおよそ水深 150m 以浅とされていますが、東
京湾の大分部は水深 50m 以浅の海域が占め、生
息水深としては浅くなっています２）。そのため、
成長に伴い水深の深い湾外へ放流魚が移動したこ
とが推測されます。本報告と同じようなトラフグ
稚魚の成長に伴う内湾から湾外への移動は、伊勢
湾においても報告されています３）。
　さらに、両放流群の成長には差が見られました。
再捕された放流魚の全長から求めた両放流群の成
長曲線を用いて、3 歳までの各年齢における全長
を推定したところ、相模湾放流群は 1 歳で 232㎜、
2 歳で 341㎜、3 歳で 396㎜であったのに対し、
東京湾放流群ではそれぞれ 258㎜、366㎜、415
㎜となり、東京湾放流群の成長が良好でした（図
2）。トラフグは低塩分環境下において、成長が早
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0.24～0.83㎜ /日となりました（図 4）。2016 年
のみ成長の鈍化がみられましたが、飼育実験によ
り推定された成長率 0.85㎜ /日と比較しても、お
おむね順調な成長といえます 10）。

 
　トラフグは被食を防ぐことを目的に潜砂行動を
行なうことが報告されており、その発現の有無が、
放流適地の判断材料の一つと考えられます。斉田
浜においても、放流直後から潜砂行動が確認され
ており、滞留状況および順調な成長などからも、
斉田浜がトラフグ人工種苗に潜砂行動を発現させ
る放流適地であると判断され、本調査が今後の放
流海域選定の際に、大きな手掛かりとなると思わ
れます。

放流効果と東京湾内における再生産の可能性
　神奈川県沿岸においてトラフグは主に底延縄、
定置網、底曳網漁業により漁獲されます。主な漁
場は相模湾であり、種苗放流をはじめた 2004 年
以降、漁獲量は増加しており、近年は年間 2～3
トンで推移しています（図 1）。トラフグ人工種
苗の一部は鼻孔隔皮が欠損しており、天然トラ
フグと判別が可能です。当センターでは 2005 年
から県内主要 7 市場で鼻孔隔皮の欠損を指標と
して、トラフグ放流魚の混入状況を調査しまし
た。その結果、2005 年の放流魚の混入率は 3.3 %
と低く、ほとんどを天然魚が占めていましたが、
放流開始から 3 年後の 2007 年には 60.8 % と半
数以上を放流魚が占めました（図 5）。その後、
2007～2014 年における混入率の平均は 70 % 程
度と高い数値となりました。一方で、2015 年か
ら混入率の減少がみられました。相模湾と東京湾
に分けてみると、東京湾の減少傾向は顕著です。
東京湾への放流は 2006 年に開始し、2007 年には
50 千尾を超える放流を行っています。東京湾内
では当歳魚の漁獲が主体となり、2008 年の混入

いことが知られています４）５）。東京湾は河川から
の流入量が多く、特に夏季は表層を中心に低塩分
域が湾全体に広がっています。そのため、東京湾
を主な生息場としていた東京湾放流群の成長が良
好になったものと考えられます。

　外部標識を使い、トラフグ人工種苗の放流後の
移動や成長を調べた事例は複数の研究機関から報
告されていますが、放流初期の生態について調査
された事例報告はほとんどありません６）７）。トラ
フグは孵化後、河川水の影響を強く受ける河口域
に接岸し、浅海域で幼稚魚期を過ごします。その
後、成長に伴い沖合に移動します８）９）。放流した
人工種苗の極浅海域における生態は不明な点が多
いため、当センターは水産研究・教育機構と共同
で、放流海域における小型種苗の滞留期間ならび
に成長を調べました。
　2011～2016 年の 6～8 月にかけて、各年 12
～70 千尾の人工種苗を神奈川県横須賀市の相模
湾に面した斉田浜に放流しました。斉田浜へは小
河川が流入しており、沖にはアマモ場が広がりま
す。調査内容として、放流直後から 2 ヶ月間、1.2 
m 以浅の海域でひき網を曳網し、採捕したトラフ
グの個体数及び成長を調べました（写真 1）。
　その結果、各年とも、放流稚魚は 1～2 ヶ月間、
その場に滞留することが確認されました（図 3）。
放流後、摂餌を開始するまでの 1～2 週間程度は
成長が停滞するため、各調査年、放流日より 2 週
間以内の調査日を起点とし、最も当てはまりの良
い体長の回帰直線から日間成長率を推定すると、

図２　東京湾放流群（○）および相模湾放流群（▲）の
再捕時の全長と放流後の経過日数の関係

写真１　ひき網の調査風景

曲線は両湾で放流されたトラフグ種苗の von Bertalanffy
成長曲線を示す （一色 ・ 鈴木， 2012）

A ： 東京湾放流群
B ： 相模湾放流群
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ています。東京湾側の市場において放流魚の混入
率は低いため、漁獲量が増えたことは天然魚の増
加が一因であると考えられます。
　天然魚が増えた理由として、関東近海において、
トラフグの大規模な繁殖が行われた可能性があり
ます。日本の周辺海域においてトラフグの産卵場
が確認されているのは有明海湾口、福岡湾、瀬戸
内海および伊勢・三河湾口などの西日本が多く、
関東近海においては現在までにトラフグの産卵場
は確認されていません 11）。しかし、2016 年にな
り、大きな転機がありました。同年 4 月に東京湾
口の千葉県富津市の大貫沖において、体重 1～
5kg のトラフグが遊漁船により多く釣獲されまし
た。聞き取りによると、釣り上げ時に精子が出て
おり、繁殖のため東京湾口に来遊したと考えられ
ます。多い船では 1 日に 100 匹以上も釣り上げ
ましたが、釣れる期間は 4 月末の 1 週間程度に
限られ、この期間は東京湾口から最も近い既知の
産卵場である伊勢湾口での産卵時期と一致しまし
た 12）。さらに、2014 年および 2016 年 6 月下旬
に、東京都環境局が東京湾奥の荒川および江戸川
の河口で実施した調査において、トラフグ稚魚が
採集されました（http://www.kankyo.metro.tokyo.
jp/water/tokyo_bay/creature/aquatic_creature.
html，2017 年 2 月 10 日）。東京湾奥で採集され
たトラフグサンプルの鼻孔隔皮欠損および体長を
調査したところ、鼻孔隔皮欠損個体は確認されず、
体長 20～40㎜の個体がほとんどでした（写真 2）。
　両年の 6 月上旬に相模湾に面した斉田浜にトラ
フグ人工種苗の放流を行なっていますが、短期間
で三浦半島を回り、東京湾奥へ移動したとは考え
にくいと思われます。また放流サイズは平均 48
㎜（44～51㎜）であり、東京湾奥で採集された
トラフグより放流種苗の方が大きく、東京湾奥の

率は 87.9 % と漁獲物のほとんどが放流魚でした。
2007～2013 年は平均 66.8 %（調査尾数 10 個体
以下の年を除く）と混入率が高く、2013 年が最
大値となりましたが、翌年の 2014 年には 21.9 %
と大きく低下しました。その後も 2015 年は 7.2 
%、2016 年は 7.5 % で推移し、天然トラフグの割
合が増加しました。また、東京湾に面している横
浜市の柴漁港の漁獲量は、従来 100kg にも満た
ないものでしたが、2014 年度には 400kg を超え、
2016 年度は 2014 年度を超える漁獲量が見込まれ

図３　６月に種苗放流を行った 2012～2016 年における
各年の採捕個体数 / 曳網 / 万尾放流と放流後の
経過日数

図５　相模湾および東京湾における水揚されるトラフグに
対する放流魚の混入率

写真２　2014 年 （左１列） および 2016 年 （右２列） に
東京湾奥で採集されたトラフグ稚魚

図４　６月に放流を行った 2012～2016 年における
採捕したトラフグの体長の推移
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稚魚が放流魚である可能性は極めて低いと考えら
れます。神奈川県で種苗放流を行なう以前からト
ラフグは漁獲されており、伊勢・三河湾口を産卵
場とするトラフグ系群との強いかかわりが示唆さ
れていますが、今回の一連の現象からは、2014
年には小規模な、2016 年には大規模な天然繁殖
が東京湾口で行われた可能性が高いと推察されま
す。

今後の課題
　神奈川県沿岸におけるトラフグの種苗放流は
2004 年に開始してから継続していますが、徐々
に漁獲量が増加しており、放流効果が出てきてい
ます。栽培漁業の進め方の一つとしては、放流し
た種苗が価値の高い大きさになるまで成長した後
に漁獲する「一代採捕型」があります。しかし、
神奈川県のトラフグ漁獲量は増加傾向がみられま
すが、回収率は 0.5～8.7％と不安定であり、他
の海域の事例と比較すると十分とは言えません。
他の海域では回収率を高めるため、大型種苗の放
流が検討されてきました 13）。一方、種苗生産現
場では飼育にかかる費用や労力から、より小型の
種苗（全長 40～50㎜）の放流が望まれています。
また、人工種苗の行動に関する研究 14）15）16）や放
流時の被食防止技術 17）などが報告されており、
人工種苗の行動特性を活かし、小型種苗において
も回収率を高める放流技術の開発が急務です。
　栽培漁業のもう一つの進め方は、成熟した放流
魚による再生産を行う「再生産期待型」です。資
源を増やすため、放流した種苗を一代で回収する
のでなく、天然魚と共に再生産に加わるようにす
ることで、さらなる漁獲資源の造成が期待できま
す。2016 年の産卵期（4～5 月）に遊漁船で釣獲
されたトラフグ成熟魚の中に鼻孔隔皮が欠損した
個体の混入していたことが報告されています。今
後、遺伝的な調査をすることで、放流魚の再生産
への寄与を調べる必要があると考えられます。
　東京湾口においてトラフグの産卵が毎年行なわ
れるのであれば、持続的な種苗放流による資源の
安定的な造成に、天然繁殖による資源の上乗せが
なされることにより、関東近県においても、トラ
フグ漁業が発展し、冬季の基幹産業として根付く
ことが期待できると思います。
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